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１ 監 査 を 実 施 し た 監 査 委 員 名

吉 井 忠 夫

髙 田 幸 男

石 井 昭 一

橋 口 幸 生

２ 監 査 の 種 類

地 方 自 治 法 （ 昭 和２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 １ ９ ９ 条 第 ４ 項の 規

定 に よ る 定 期 監 査 及 び 同 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 事 務 の執 行 に 係 る

行 政 監 査

３ 監 査 の 概 要

(1) 第 ２ 次 実 施 分

ア 監 査 を 実 施 し た 期 間

平 成 ２ ７ 年 １ ０月 ９ 日 か ら 平 成 ２ ７ 年 １ ２ 月 ２ ５ 日 ま で

イ 監 査 の 対 象 と し た 部 及び 課 等

(ｱ) 環 境 部 環 境 政 策 課

環 境 政 策 課 放 射 線 対 策 室

廃 棄 物 政 策 課

環 境サ ー ビ ス 課

北 部 ク リ ー ン セ ン タ ー

南 部 ク リ ー ン セ ン タ ー

産 業 廃 棄 物 対 策 課

(ｲ) 経 済 産 業 部 商 工 振 興 課

農 政 課

公 設 市 場

(ｳ） 都 市 部 都 市 計 画 課

北 部 整 備 課

建 築 指 導 課

開 発 事 業 調 整 課

宅 地 課

住 宅 課
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公 園 緑 政 課

公 園 管 理 課

区 画 整 理 課

北 柏 駅 北 口 土 地 区 画 整 理 事 務 所

中 心 市 街 地 整 備 課

(ｴ） 土 木 部 道 路 管 理 課

道 路 管 理 課 道 路 維 持 補 修 室

道 路 管 理 課 道 路 サ ー ビ ス 事 務 所

交 通 政 策 課

交 通 施 設 課

道 路 整 備 課

新 市 道 路 整 備 課

下 水 道 経 営 課

下 水 道 整 備 課

下 水 道 維 持 管 理 課

下 水 道 維 持 管 理 課 雨 水 排 水 対 策

室

(ｵ） 会 計 課

(ｶ） 議 会 事 務 局 庶 務 課

議 事 課

(ｷ） 選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局

(ｸ） 監 査 事 務 局

(ｹ） 農 業 委 員 会 事 務 局

(ｺ） 教 育 委 員 会 学 校 教 育 部 学 校 教 育 課

学 校 教 育 課 学 校 企 画 室

学 校 教 育 課 学 校 財 務 室

学 校 施 設 課

学 校 保 健 課

学 校 保 健 課 学 校 給 食セ ン タ ー

指 導 課

柏 第 八 小 学 校

旭 東 小 学 校
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高 田 小 学 校

土 南 部 小 学 校

田 中 小 学 校

柏 第 三 中 学 校

南 部 中 学 校

富 勢 中 学 校

柏 高 等 学 校

教 育 研 究 所

ウ 監 査 の 方 法

平 成 ２ ７ 年 度 分で 平 成 ２ ７ 年 ９ 月 ３ ０ 日 ま で に 執 行さ れ た

事 務 事 業 （ 必 要 と 認 め た 部 分 に つ い て は 平 成 ２ ６ 年 度 以 前 分

を 含 む 。 ） が 適 正 か つ 効 率 的 に行 わ れ て い る か を 主 眼 と し て ，

関 係 各 課 か ら 資 料の 提 出 を 求 め る と と も に ， 関 係 職 員 か ら 事

情 を 聴 取 し て 実 施 し た 。

(2) 第 ３ 次 実 施 分

ア 監 査 を 実 施 し た 期 間

平 成 ２ ７ 年 １ １月 １ ０ 日 か ら 平 成 ２ ８ 年 ２ 月 ２ ５ 日 ま で

イ 監 査 の 対 象 と し た 部 及び 課 等

(ｱ) 総 務 部 行 政 課

人 事 課

人 事 課 給 与 厚 生 室

資 産 管 理 課

資 産 管 理 課 営 繕 管 理 室

防 災 安 全 課

技 術 管 理 課

(ｲ) 企 画 部 企 画 調 整 課

行 政 改 革 推 進 課

情 報 政 策 課

(ｳ） 財 政 部 財 政 課

債 権 管 理 室

契 約 課

収 納 課
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市 民 税 課

資 産 税 課

(ｴ） 地 域 づ く り推 進 部 協 働 推 進 課

協 働 推 進 課 男 女 共 同 参 画 室

地 域 支 援 課

地 域 支 援 課 近 隣セ ン タ ー

秘 書 広 報 課

(ｵ） こ ど も 部 子 育 て 支 援 課

こ ど も 福 祉 課

学 童 保 育 課

保 育 整 備 課

保 育 運 営 課

保 育 運 営 課 あ け ぼ の 保 育 園

保 育 運 営 課 東 中 新 宿 保 育 園

保 育 運 営 課 豊 四 季 乳 児 保 育 園

こ ど も 発 達 セ ン タ ー

こ ど も 発 達 セ ン タ ー キ ッ ズ ル ー

ム

ウ 監 査 の 方 法

平 成 ２ ７ 年 度 分で 平 成 ２ ７ 年 １ ０ 月 ３ １ 日 ま で に 執 行 さ れ

た 事 務 事 業 （ 必 要 と 認 め た 部 分 に つ い て は 平 成 ２ ６ 年 度 以 前

分 を 含 む 。 ） が 適 正 か つ 効 率 的 に 行 わ れ て い る か を 主 眼と し

て ， 関 係 各 課 か ら資 料 の 提 出 を 求 め る と と も に ， 関 係 職 員 か

ら 事 情 を 聴 取 し て 実 施 し た 。

(3) 監 査 の 実 施 に 当 た っ て は ， 特 に次 の 点 に 意 を払 う こ と と し た 。

ア 審 議 会 等の 委 員 構 成 及 び 活 動 状 況 に つ い て

地 方 自 治 法 第 １ ３ ８条 の ４第 ３ 項 に よ る 附 属 機 関と し て 設

置 さ れ た 審 議 会 等 及 び こ れ に 準 ず る も の が ，設 置 の 目 的 に 沿

っ て適 正 か つ 効 率 的 に 運 営 さ れ ， 活 動が 行 わ れ て い る か と い

う 観 点 か ら ， 審 議 会 等 の 委 員 構 成 （ 委 員 数 ， 選 考 方 法， 経 歴

等 ）及 び 活 動 状 況 （ 開 催 回 数 ， 提 言 数， 報 酬 等 ） を 検 証 す る 。

イ プ ロ ポ ー ザ ル 方 式 に よ る一 者 随 意 契 約 に つ い て
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業 務 委 託 ， 物 品 購 入 ， 建 設 工 事 等 の 契 約 に お い て， プ ロ ポ

ー ザ ル 方 式 に よ り 受 託 者 を 特 定 し よ う と す る場 合 の 事 務 手 続

は ガ イ ド ラ イ ン等 に 定 め る と こ ろ に よ り 適 正に 行 わ れ て い る

か ， ま た ， 当 初の プ ロ ポ ー ザ ル 方 式 に よ る 契 約 後 ， 翌 年 度 以

降 も 同 じ 相 手 方と 契 約 を 締 結し て い る 場 合 の一 者 随 意 契 約 理

由 は 妥 当 か な ど に つ い て 検 証す る 。

４ 監 査 の 結 果

監 査 の 結 果 ， 特 に 次 の 事 項 に つ い て は ，「 監 査 の 結 果 等 の 取 扱

い 要 領 」 に 定 め る 指 摘 事 項 に 該 当 す る も の と 判 断 し た 。

【 指 摘 事 項 】

(1) 環 境 部 環 境 政 策 課

補 助 金 交 付 事 務の 誤 り に つ い て

環 境 政 策 課 で は， エ コ ス テ ー シ ョ ン の整 備 の 促 進 及 び そ の 健

全 な 運 営 基 盤 の 確 立 を 図 り ， 安 定 的か つ 適 切な 需 給 構 造 の構 築

を 図 る こ と を 目 的 と し て ， エ コ ス テ ー シ ョ ン に お い て 天 然ガ ス

充 填 設 備 の 維 持 管 理 を 行 っ て い る 者 に 対 し て補 助 金 を 交 付し て

い る。

平 成 ２ ７ 年 度 の当 該 補 助 金 交 付 事 務 に 係 る 関 係 書 類 を 調 査 し

た と こ ろ ， 交 付 申 請 額 が 記 載 さ れ て い な い 補 助 金 交 付 申 請 書 を

収 受 し ， 交 付 決 定 を 行 っ て い た こ と が判 明 し た 。

主 管 課 の 説 明 に よ る と， 補 助 金 の 額 は 交 付 要 綱 第 ４ 条 第 １ 項

に よ り 対 象 経 費 の ２ 分 の １ の 額 と し て い る が ， 当 該 申 請 の添 付

書 類 か ら 同 条 第 ２ 項 に 規 定 す る限 度 額に 達 し て い る こ と が確 認

で き た た め ， 申 請 書 に 交 付 申 請 額の 記 載 が な い こ と を 見 落と し

た ま ま 交 付 決 定 し て し ま っ た と の こ と で あ る。

同 様 の 事 例 は ，平 成 ２ ６ 年 度 定 期 監 査に お い て 指 摘 し た と こ

ろ で あ り ， こ の 指 摘 に 対 し 環 境 政 策 課は 「 補 助 金 の 額 に 限ら ず ，

空 欄 部 分 が あ っ た 場 合 は ， そ の 場 で 申 請 者 に 記 載 し て い た だ き ，

そ れ で も 記 載 が で き な い 補 助 金 交 付 申 請 書 は 受 理 し な い こ と を
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徹 底 す る 。 」 旨 の 措 置 を 講 じ た と し て い る 。 し か し な が ら， 現

在 も 改 善 が 図 ら れ て い な い 状 況は ， 極 め て 不 適 切 で あ る と 言 わ

ざ る を 得 な い。

今 後 は ， 再 発 防 止 に 向 け ， 関 係 法 令 の 遵 守 や確 認 体 制 の 強 化

等 に 努 め ， 補 助 金 交 付 事 務 の 適 正 化に つ い て 実 効 性 の あ る万 全

の 体 制 を 整 え ら れ た い 。

(2) 経 済 産 業 部 農 政 課

こ ど も 部 子 育 て支 援 課

庁 内 Ｌ Ａ Ｎ へ の個 人 情 報 の 保 存 に つ い て

市 で は ， 昨 今 の 個 人 情 報 漏え い 事 件 の 発 生 を 受 け ，イ ン タ ー

ネ ッ ト に 接 続 で き る パ ソ コ ン （ 情 報 パ ソ コ ン ） に は 個 人 情 報 を

含 む フ ァ イ ル を 保 存 し な い こ と と し， 保 存 す る 場 合 は 暗 号 化 （

パ ス ワ ー ド 設 定 ） を 必 須 条 件 と し て， 住 民 情 報 等 重 要 情 報の 流

出 防 止 を 図 っ て い る 。

今 回 ， 農 政 課 及び 子 育 て 支 援 課 の 情 報パ ソ コ ン の 状 況 を 確 認

し た と こ ろ ， 庁 内 全 体 で 共 有 で き る電 子 フ ォ ル ダ （ 庁 内 Ｌ Ａ Ｎ

） に ， 暗 号 化 し て い な い 個 人 情 報 を 含 む 電 子 文 書 を 保 管 し， 担

当 職 員 以 外 の 職 員 が 自 由 に 閲 覧で き る状 態 と な っ て お り ，イ ン

タ ー ネ ッ ト 経 由 で 外 部 へ 流 出 す る 危 険 性 を 有 し て い た 。

こ の よ う な 状 況は ， 平 成 ２ ６年 度 定 期 監 査 に お い て 注 意 ， 指

導 し た と こ ろ で あ る が ， 全 く 改 善 が 図 ら れ て い な い 。 今 後 は ，

情 報 セ キ ュ リ テ ィ 対 策 の 重 要 性 を 認 識し ， 適 切 な 取 扱 い を徹 底

さ れ た い 。

(3) 農 業 委 員 会 事 務 局

業 務 委 託 料 の 支 払 い 漏 れ に つ い て

農 業 委 員 会 事 務 局 で は ， 農 家 台 帳 シ ス テ ム に お け る 住 民 記 録

等 を 用 い た デ ー タ 更 新 を 行 う た め 「 農 家 台 帳 シ ス テ ム ホ ス ト

連 携 支 援 業 務 」 委 託 契 約 を 締 結し て い る 。 当 該 委 託 契 約 に係 る

関 係 書 類 を 確 認 し た と こ ろ ， 平 成２ ７年 ６ 月 １ ５ 日 に 契 約が 締

結 さ れ ， ７ 月 ３ １ 日 に 工 期 が 終 了し て い る に も か か わ ら ず， 調
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査 日 で あ る １ １ 月 １ ０ 日 現 在 に お い て も 支 出 負 担 行 為 を 始と す

る 支 出 の 手 続 き が 何 ら な さ れ て い な い こ と が 判 明 し た 。

主 管 課 の 説 明 に よ る と， 債 権 者 か ら 請 求 書 の提 出 が な か っ た

こ と か ら 支 出 の 手 続 き を 失 念 し て い た と の こ と で あ る 。

財 務 規 則 第 ６ ３条 別 表 ３ で は ， 支 出 負 担 行 為 と し て 整 理 す る

時 期 は ， 委 託 契 約 を 締 結 す る と き と さ れ ， 同 第 ６ ７ 条 で 支 出 の

命 令 は ， 予 算 執 行 者 が 支 出 命 令 票に よ り こ れ を 決 議 し ， 関 係 書

類 を 添 付 し て 会 計 管 理 者 に 送 付す る こ と に よ り 行 わ れ る も の と

規 定 さ れ て い る 。

今 後 は ， 関 係 法 令 を 遵 守 し ， 適 切 な 事 務 処 理と な る よ う 注 意

さ れ た い 。

(4) 学 校 教 育 部 学 校 保 健 課

契 約 書 の 不 備 に つ い て

学 校 保 健 課 で は， 結 核 対 策 の 一 環 と し て ， 集 団 検 診 終 了 後に

結 核 高 ま ん 延 国 か ら 編 入 し た 児 童 生 徒に 対 し 精 密 検 査 を 実 施 す

る た め ， 柏 市 児 童 生 徒 結 核 精 密 検 査 業 務 委 託 契 約を 締 結 し て い

る 。

平 成 ２ ７ 年 度 の当 該 委 託 契 約 書 を 確 認し た と こ ろ ， 契 約 書 に

契 約 締 結 日 の 記 載 が な さ れ て い な か っ た 。 契 約 の 締 結 に つ い て

は ， 地 方 自 治 法 第 ２ ３ ４ 条 第５ 項 に よ り 「 契 約 書 を 作 成す る 場

合 に は ， 契 約 の 相 手 方 と と も に 記 名 押 印 し な け れ ば ， 当 該 契 約

は 確 定 し な い 」 と 規 定 さ れ て い る こ と か ら ， 契 約 締 結 日 の記 載

は 基 本 的な 要 件 と し て 必 要 な も の で あ り ， 空 欄 の ま ま と い う こ

と は あ っ て は な ら な い 。

主 管 課 の 説 明 に よ る と契 約 の 相 手 方 に は 日 付の 記 載 の あ る 契

約 書 を 渡 し て あ る が ， 市 保 管 の 契 約 書に は 日 付 が 漏 れ て し ま っ

た と の こ と で あ る 。

同 様 の 事 例 は ，平 成 ２ ６ 年 度に 実 施 し た 定 期 監 査 に お い て も

確 認 さ れ た た め 注 意 事 項 と し て 指 導 し た が ， 何 ら 改 善 さ れ る こ

と が な か っ た も の で あ り ， 適 正 を 欠 い て い る も の と 言 わ ざ る を

得 な い。
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今 後 は ， 繰 り 返し 同 様 の 事 例が 発 生 す る こ と の な い よ う ， 複

数 人 に よ る チ ェ ッ ク 体 制 を と る な ど ， 適 正 な 事 務 処 理 と な る よ

う 徹 底さ れ た い 。

(5) 総 務 部 資 産 管 理 課

コ ピ ー 用 紙 の 裏 紙 活 用 に つ い て

使 用 済 の コ ピ ー用 紙 の 裏 面 を 再 利 用 紙 と し て活 用 す る 場 合 ，

個 人 情 報 が 記 載 さ れ た 書 類 が 混 入す る こ と の な い よ う ， 平 成 ２

６ 年 度 の 定 期 監 査 で ， 資 産 管 理 課 に 対 し て 今 後 は 細 心 の 注 意 を

払 う よ う指 摘 し た と こ ろ で あ る 。

と こ ろ が ， 今 回 ， 再 利 用 紙 の 管 理 状 況を 再 度 調 査 し た と こ ろ ，

昨 年 と 同 様 に ， 個 人 情 報 の 記 載が あ る も の が保 管 箱 に 混 入し て

い る 状 況 が 見 ら れ た 。

平 成 ２ ６ 年 度 定 期 監 査の 指 摘を 受 け ， 主 管 課 に お い て は ， 所

属 職 員 へ の 周 知 や 保 管 箱 に 注 意 を 促 す 張 り 紙 を す る な ど の対 策

を 行 っ て い る こ と は確 認 で き た も の の， 結 果 的 に ， そ の 対 策 が

十 分 に 効 果 を 発 揮 し て い る と は 言 え な い 。

個 人 情 報 が 記 載さ れ た 紙 が 意 図 せ ず 外 部 に 渡っ た 場 合 に は 重

大 な 問 題 に 発 展 し か ね な い こ と は ， 前 回 に も指 摘 し た と お り で

あ り ， 改 善 策 が 徹 底 さ れ て い な い 現 状は 不 適 切 で あ る。 改 め て，

職 場 内 で 個 人 情 報 保 護 の 重 要 性 と 適 切 な取 扱 い に つ い て 認 識 を

共 有 し ， 再 発 す る こ と の な い よ う 対 策を 講 じ ら れ た い 。

(6) 地 域 づ く り 推 進 部 秘 書 広 報 課

前 渡 資 金 の 保 管 に つ い て

秘 書 広 報 課 で は ， 財 務 規 則 第 ７ ０ 条 の 規 定 に よ り ， １ か月 分

の 市 長 交 際 費 等 を 資 金 前 渡 に よ り支 出し ， 指 定 金 融 機 関 へ の 預

金 の 方 法 で 保 管 し て い る 。

今 回 ， 前 渡 資 金 の 保 管 状 況 に つ い て 現 地 調 査を 行 っ た と こ ろ ，

預 金 通 帳 と 通 帳 印 が 同 じ 場 所 に 保 管 さ れ て い た 。 言 う ま で も な

く ， 通 帳 と 印 鑑は 別 々 の 場 所 で 厳 重 に 保 管 す べ き も の で あ り ，

課 内 の 金 庫 で の 保 管 で あ る と し て も， 万 が 一 の こ と を 考 慮す れ



9

ば 適 正 な 保 管 方 法 と は 言 え な い 。

こ の よ う な 状 況は ， 平 成 ２ ６年 度 定 期 監 査 に お い て も確 認 さ

れ ， 管 理 方 法 に 不 備 が あ る と し て注 意し た と こ ろ で あ る が， 改

善 が 図 ら れ て い な い。

今 後 は ， 組 織 と し て適 正 な 事 務 の 執 行に 対 す る 意 識 を 高 め る

と と も に ， 前 渡 資 金 の 管 理 に つ い て は実 効 性 の あ る 万 全 の体 制

を 整 え ら れ た い 。

(7) 地 域 づ く り 推 進 部 地 域 支 援 課 田 中 近 隣セ ン タ ー ， 増 尾 近 隣 セ

ン タ ー ， 高 田 近 隣 セ ン タ ー ， 秘 書 広 報 課

パ ソ コ ン の セ キ ュ リ テ ィ不 備 に つ い て

パ ソ コ ン の パ ス ワ ー ド設 定 に つ い て は ， 容 易に 推 測 で き る パ

ス ワ ー ド の 使 用 は セ キ ュ リ テ ィ 不 備 に あ た る と し て ， こ う し た

状 況 が 見 ら れ る た び に 改 善 す る よ う 注 意 ， 指 導 し て き た と こ ろ

で あ る 。 今 回 ， 秘 書 広 報 課 及び 近 隣 セ ン タ ー ３ 館 を 抽 出 し て 調

査 し た と こ ろ ， 依 然 と し て ，推 測 容 易 な パ ス ワ ー ド を使 用 し て

い る こ と が 確 認 さ れ た 。 特 に， 秘 書 広 報 課 に つ い て は， 平 成 ２

６ 年 度 の 定 期 監 査 に お い て 注 意 ， 指 導し た と こ ろ で あ る が， 徹

底 さ れ て い な い 状 況 で あ っ た 。

パ ス ワ ー ド の 設 定な ど の セ キ ュ リ テ ィ対 策 は必 須 で あ り ， こ

う し た 不 備 が 繰 り 返 し 散 見 さ れ る 状 況 は ， 危 機 管 理 に 対 す る 意

識 が 希 薄 で あ る と 言 わ ざ る を 得 な い 。 今 後 ， 確 認 さ れ た 部 署 に

お い て は ， 早 急 に 改 め る と と も に ， 調 査 対 象 と な ら な か っ た 他

の 部 署 に お い て も ， 情 報 セ キ ュ リ テ ィ ポ リ シ ー 等 を 遵 守 し ， 管

理 の 適 正 化 を 徹 底 さ れ た い 。

指 摘 事 項 に つ い て は 以 上 の と お り で あ る 。 本 監 査 の 結 果 に基 づ

き 措 置 を 講 じ た と き は ， そ の 旨 を 速 や か に 監 査 委 員 に報 告 さ れ た

い 。
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５ 総 括 意 見

こ れ ま で 第 １次 実 施 部 局を 含 め 監 査 を 実 施 し て き た 中で ， 特 に

留 意 す べ き と 認 め た事 項 を 総 括 意 見 と し て 次の と お り 付 記 す る 。

(1) 審 議 会 等 の 委 員 構 成 及 び 活 動 状 況 に つ い て

市 は ， 調 停 ， 審 査， 諮 問 又 は 調 査 を 目 的 と し て ， 地 方 自 治 法

第 １ ３ ８条 の ４ 第 ３ 項 及 び 附 属 機 関 設 置 条 例 第２ 条 に よ り， 審

議 会 等 の 附 属 機 関 を 設 置 し て い る ほ か， 有 識 者 等 の 意 見 を聴 取

し 市 政 に 反 映 さ せ る こ と を 主 な 目 的 と し て ， 規 則 又 は 要 綱 等 に

基 づ き ， 附 属 機 関 に 準 ず る 機 関 （ 以 下 「 附 属 機 関 等 」 と い う 。

） を 設 置 し て い る 。

附 属 機 関 等 の 運 営に つ い て は， 附 属 機 関 等 組 織 運 営 要 領 （ 以

下 「 運 営 要 領 」 と い う 。） 及 び 附 属 機 関 等 会 議 公 開 等 要 領 を 制

定 し ， こ れ ら の 規 定 に 基 づ き ， 組 織 の 簡 素 化 と 運 営 の 透 明 性 ，

公 正 性 を 確 保 す る こ と と し て い る。

今 年 度 の 定 期 監 査 に お い て は， 附 属 機 関 等 が設 置 の 目 的 に 沿

っ て 適 正 か つ 効 率 的 に 運 営 さ れ， 活 動が 行 わ れ て い る か と い っ

た こ と に つ い て ， 重 点 項 目 と し て特 に 意 を 払 っ て 検 証 し た と こ

ろ で あ る 。

そ の 結 果 ， 各 要 領 に 違 背 す る事 実 に つ い て は注 意 事 項 と し て

公 表 し た が ， 次の 点 に つ い て は ， 違 背 に は 当 た ら な い も の の，

運 営 要 領 等 が 意 図 す る 目 的 を 充 足す る に は 至 っ て い な い こ と か

ら ， 所 管 部 署 及 び 企 画 部 行 政 改 革 推 進 課 に 積 極 的 な 対 応 を求 め

る も の で あ る 。

ア 委 員 構 成 の 男 女 比 に つ い て

運 営 要 領 第 ５ 条 第 ４ 号 エ で は ， 附 属 機 関 等 の 委 員 構 成 に つ

い て ， 可 能 な 限り 男 女 の 一 方の 委 員 数 が ， 委 員 総 数 の １ ０ ０

分 の ３ ５ 未 満 と な ら な い よ う に す る こ と と さ れ て い る 。

所 管 部 署 か ら 提 出 さ れ た監 査 資 料 を 確 認 し た と こ ろ， 上 記

の 比 率 を 満 た し て い な い 附 属 機 関 等 が 多 く 見ら れ た 。 審 議 事

項 の 内 容 や 選 任す る 委 員 の 属 性 に よ り ， や む を 得 な い 場 合 も

あ る と は 思 わ れ る が ， 当 該 規 定 が 「 可 能 な 限り 」 と い う 努 力
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目 標 で あ る こ と に 甘 ん じ る こ と な く ， 比 率 の改 善 に 向 け 積 極

的 に 取 り 組 ま れ た い 。

イ 委 員 の 公 募 に つ い て

運 営 要 領 第 ５ 条 第 ６ 号 で は ， 市 民 の 意 見 及 び 市 内 有 識 者 の

登 用 を 目 的 と し て ， 附 属 機 関 等 の 委 員に つ い て 公 募 を 行 う こ

と が 定 め ら れ て い る 。し か し ，一 部 の 附 属 機 関 等 に お い て は ，

例 外 規 定 を 適 用し て 公 募 を 行 っ て い な い 事 例が 見 ら れ た 。

こ の う ち ， 高 い専 門 性 が求 め ら れ る 附 属 機 関 等 で あ る こ と

を 理 由 に 公 募 を行 わ な い こ と は ， 運 営 要 領 で認 め ら れ て い る

と こ ろ で は あ る が ， 開 か れ た 市 政 の 推 進 に 寄 与 す る と い う 組

織 運 営 の 目 的 を達 成 す る た め に は ， 公 募 を 原 則 と し ， 非 公 募

と す る 理 由 は 厳 格 に 適 用 す る べ き と 考 え る 。

ま た ， 公 募 を 行っ て い る 附 属 機 関 等 に お い て も ，応 募 者 は

少 数 に と ど ま っ て い る 。 市 民の 経 験 や 知 識 の一 層 の 活 用 を 図

る た め ， 公 募 の周 知 方 法 を 多 様 化 し ， 人 材 の掘 り 起 こ し を 推

進 さ れ た い 。

ウ 会 議 の 公 開 に つ い て

情 報 公 開 条 例 第２ ３ 条 第１ 項 で は ， 法 令 又 は 条 例 の 規 定 に

よ り 公 開 す る こ と が で き な い場 合 を 除 き ， 附 属 機 関 等の 会 議

を 公 開 す る も の と し て い る 。 ま た ， 附 属 機 関 等 会 議 公 開 等 要

領 第 ５ 条 で は ， 会 議 の公 開 の 方 法 等が 定 め ら れ て い る 。

会 議 の 傍 聴 者 数 を 調 査 し た と こ ろ ， ０ 人 と い う 附 属 機 関 等

が 多 く ， 傍 聴 者が い た 場 合 で も ， １ 回 当 た り の 平 均 は １ ～ ２

人 程 度 と ， 極 め て低 調 で あ っ た 。

こ の こ と は ， 市 民 へ の 積 極 的 な 働 き 掛 け が 不 足 し て い る こ

と の 表 れ で あ る と も 言 え る 。 今 後 は ， 原 因 の分 析 を 行 う と と

も に ， 市 政 に 対す る 市 民 の 理 解 と 信 頼を 深 め る と い う組 織 運

営 の 目 的 達 成 の た め に も ， 開 催 日 時 等 を 工 夫す る こ と に よ り ，

傍 聴 者 数 の 増 加 を 図 る よ う 努 め ら れ た い 。

エ 事 実 上 休 止 し て い る 附 属 機 関 等 の 取 扱い 等 に つ い て

運 営 要 領 第 ４ 条 第 ３ 号 で は ， 活 動 が 著 し く 不 活 発な 附 属 機

関 等 は ， 原 則 と し て 廃 止 又 は 統 合す る も の と規 定 さ れ て い る 。
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附 属 機 関 等 の 活 動 状 況を 調 査し た と こ ろ ， 事 実 上 休 止し て い

る 状 態 で あ る に も か か わ ら ず ， 突 発 的 な 審 議 事 項 に 対 応 す る

た め な ど と し て附 属 機 関 等 を 存 続 さ せ る と と も に ， 報 酬 又 は

報 償 費 の 予 算 計 上 を し て い る事 例 が 見 ら れ た 。

こ の 場 合 ， 会 議を 開 催 し な か っ た 時 に は 報 酬 等 の予 算 は 不

用 額 と な り ， 予 算の 有 効 活 用 の 面 か ら問 題 が残 る 結 果 と な る

こ と か ら ， 事 実 上 休 止 し て い る 附 属 機 関 等 の存 続 の 可 否 や 予

算 措 置 に つ い て ， 適 切 に 対 応さ れ た い 。

(2) プ ロ ポ ー ザ ル 方 式 に よ る 一 者 随 意 契 約 に つ い て

今 年 度 は ， 業 務 委 託 ，物 品 購 入 ， 建 設 工 事 等の 契 約 に お い て ，

プ ロ ポ ー ザ ル 方 式 に よ り 受 託 者 を 特 定し よ う と す る 場 合 の事 務

手 続 は 適 正 に 行 わ れ て い る か ， ま た ， プ ロ ポ ー ザ ル 方 式 に よ る

契 約 後 ， 次 年 度 以 降 も 同 じ 相 手 方と 契 約 を 締 結 し て い る 場 合 の

一 者 随 意 契 約 理 由 は 妥 当 か な ど を 重 点 項 目 と し ， 特 に 意 を払 い

監 査 を 実 施 し た 。

市 は ， プ ロ ポ ー ザ ル方 式 に よ り 受 託 者 を 特 定し よ う と す る 場

合 の 事 務 手 続 に つ い て 遵 守 す べ き基 本 的 事 項 を 定 め ， 契 約の 公

平 性 ， 透 明 性 及 び 客 観 性 を 担 保す る こ と を 目 的 と し て ， プ ロ ポ

ー ザ ル 方 式 の 実 施 に 関 す る ガ イ ド ラ イ ン （ 以 下 「 ガ イ ド ラ イ ン

」 と い う 。） を 作 成 し 全 庁 に 周 知 し て い る 。

各 部 署 か ら 提 出さ れ た 監 査 資 料 や プ ロ ポ ー ザ ル 関 係 資 料 を 調

査 し た と こ ろ ， お お む ね ガ イ ド ラ イ ン に 定 め ら れ た 条 項 を遵 守

し て 事 務 手 続 が行 わ れ て い た も の の ， 一 部 の 部 署に お い て は ，

ガ イ ド ラ イ ン が 意 図 し て い る 目 的を 十 分 に 達 成 す る に は 至っ て

い な い と 判 断 せ ざ る を 得 な い 事 例が 多 く 見 ら れ た こ と か ら， 所

管 部 署 及 び 財 政 部 契 約 課 に 積 極 的 な 対 応 を 求 め る も の で あ る。

ア 公 募 期 間 に つ い て

ガ イ ド ラ イ ン 第２ 条 で は， プ ロ ポ ー ザ ル 方 式 に つ い て 「 公

募 型 」 と 「 指 名 型 」 の ２ 形 式を 定 め ， こ の う ち 公 募 型に お い

て は ， ガ イ ド ラ イ ン 第 ４ 条 【 解 説 】 に て ， 公 募 期 間 は 建 設 業

法 施 行 令 第 ６ 条に 準 じ る こ と が 望 ま し い と さ れ て い る が， 所
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管 部 署 で は ， そ の業 務 内 容 等を 周 知 す る た め に 十 分 と は 言 え

な い 期 間 を 公 募 期 間 と定 め て い る も の が 多 々あ っ た 。

こ の こ と は ， 応 募 希 望 者 側 か ら す れ ば そ の 業 務 内 容 等を 検

討 す る 期 間 が 短く ， 結 果 と し て 応 募 を 見 送 ら ざ る を 得 な い 状

況 に な る こ と ，ま た ， 市 側 か ら す れ ば 応 募 者が 少 な い こ と に

よ り ， 業 務 内 容の 比 較 検 討 が 十 分 な さ れ な い ま ま 受 託 者 を 決

定 せ ざ る を 得 な い 状 況 に 陥 る 懸 念 が あ る 。

こ の た め ， 一 律に 建 設 業 法 施 行 令 の 規 定 を 準 用 す る だ け で

な く ， 業 務 内 容 等 に 応 じ た 十 分な 公 募 期 間 の 設 定 を 検 討 さ れ

た い 。

イ 契 約 担 当 課 と の 事 前 協 議に つ い て

ガ イ ド ラ イ ン 第 ４ 条 及 び 第 ６ 条 で は ， プ ロ ポ ー ザ ル 方 式 に

よ り 受 託 者 を 特 定 し よ う と す る と き は， 契 約 担 当 課と 事 前 協

議 す る も の と 定め ら れ て い る が ， そ の協 議 を 実 施せ ず に 事 務

を 進 め て 受 託 者を 決 定 し て い る 事 例 が 見 ら れ た 。ま た ， 協 議

は し た も の の 記 録 を 残 し て い な い 事 例も あ っ た 。

プ ロ ポ ー ザ ル 方 式 は ， 特 別 に 認 め ら れ た契 約 方 法 で あ る こ

と を 認 識 し ， 事 前 協 議 を怠 る こ と の な い よ う 注 意さ れ た い 。

ウ 選 定 委 員 会 に つ い て

ガ イ ド ラ イ ン 第９ 条 で は， プ ロ ポ ー ザ ル 方 式 に よ る 提 案 者

の 提 案 内 容 等 を公 平 か つ 公 正に 審 査 し ， 受 託 者 を 特 定 す る た

め ， 選 定 委 員 会を 設 置 し な け れ ば な ら な い と 定 め ， ま た ， 同

条 第 ３ 項 に は ，審 査 に お け る 公 平 性 ， 透 明 性 及 び 客 観 性 を 保

つ た め ， 担 当 課 以 外の 職 員 等 （ 外 部 有 識 者 含 む ） を 選 定 委 員

に 含 め る よ う 努 め る も の と さ れ て い る。

所 管 部 署 か ら 提 出 さ れ た資 料 に よ る と ， 一 般 市 民を 含 む 外

部 有 識 者 が 選 定 委 員 と し て 名 を 連 ね て い る 部 署 が 一 部 で 見 ら

れ た も の の ， 多く の 部 署 で 選 定 委 員 の 構 成 が「 市 職 員」 の み

と な っ て い た 。当 該 規 定 は 努 力 目 標 で は あ る が ， ガ イ ド ラ イ

ン の 目 的 を 達 成す る た め に も ， 市 職 員 以 外 の選 定 委 員 を 積 極

的 に 指 名 す る よ う 留 意 さ れ た い 。

エ 審 査 基 準 に つ い て
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ガ イ ド ラ イ ン 第１ ０ 条 第２ 項 （ ２ ） で は ， 審 査 基 準 の 策 定

に あ た っ て 留 意す る も の と し て ， 審 査 項 目 ご と に 点 数 化 す る

よ う 努 め る こ と と 定 め て い る が ， 所 管 部 署 で は ， 業 務 内 容 に

応 じ た 点 数 配 分を 決 定 す る に 当 た り ， 価 格 に係 る 配 分 を 低 く

抑 え て い る 事 例が 見 ら れ た 。

プ ロ ポ ー ザ ル 方 式 は ， 価 格 以 外 の 要 素を 含 め て 総 合 的 に 判

断 す る も の で あ る と は言 え ， 市 の 財 政 状 況 を考 え れ ば， 価 格

に 対 す る 評 価 は相 対 的 に 重 要な 部 分 を 占 め る と 考 え ら れ る こ

と か ら ， 点 数 配 分 に 当 た っ て は 留 意 さ れ た い 。

オ 選 定 結 果 の 公 表に つ い て

ガ イ ド ラ イ ン 第 １ ２ 条 で は ， プ ロ ポ ー ザ ル の 結 果 等 を 積 極

的 に 公 表 す る よ う 努 め る こ と と定 め ら れ て い る が ， 所 管 部 署

で は ， 大 多 数 で公 表 を 行 わ ず， そ の 理 由 の 多く は 認 識 不 足 に

よ る も の で あ っ た 。

ま た ， 同 条 第 ２項 に お い て ， 公 表 に 当 た っ て は ，情 報 公 開

条 例 等 関 係 法 令に 基 づ き 適 切に 行 う と定 め ら れ て は い る が ，

そ の 公 表 す る 項 目 等が 具 体 的 に 示 さ れ て い な い 。 市 民 へ の 説

明 責 任 を 果 た す た め に も ， 統 一 し た 基 準 を 作 成 す る な ど ， 公

表 基 準 を 明 確 化 し 確 実 に 実 施さ れ た い 。

カ 受 託 者 決 定 に 伴 う 一 者 随 意 契 約に つ い て

ガ イ ド ラ イ ン 第１ ３ 条 で は ， プ ロ ポ ー ザ ル 方 式 に て 受 託 者

を 決 定 し た 場 合は ， 地 方 自 治 法 施 行 令 第 １ ６ ７ 条 の ２ 第 １ 項

第 ２ 号 に よ る 随 意 契 約を 行 う も の と 定 め ら れ て い る こ と か ら ，

所 管 部 署 で は ，一 者 随 意 契 約 を 締 結 し て い る 。

と こ ろ が ， 次 年 度 以 降 に同 一 の 業 務 内 容 に つ い て契 約 す る

際 に ， 競 争 入 札を 実 施 せ ず に ， 安 易 に プ ロ ポ ー ザ ル 方 式 に て

決 定 し た 受 託 者と 一 者 随 意 契 約 を 締 結し て い る 事 例 が 多 く 見

ら れ た。

こ の こ と は 直 ち に 適 正 を欠 く も の と は言 え な い も の の， 当

初 か ら 複 数 年 契 約 を 念 頭 に 置 い て あ っ た の で は な い か と の疑

念 が 拭 い き れ な い 。

契 約 に 当 た っ て は ， 複 数 年 契 約 に す る か 単 年 度 契 約に す る
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か も 含 め て 契 約 方 法 及 び 業 務 内 容 等 を 十 分 検 討 し た 上 で 締 結

す る よ う 望 む も の で あ る 。

最 後 に ， こ れ ら の 事 例 は ， 平 成 ２ ３ 年 １ ２ 月に ガ イ ド ラ イ ン

が 制 定 さ れ て 以 来 ， 一 度 も 見 直し が さ れ て い な い こ と に 起 因 す

る も の と 考 え ら れ る こ と か ら ， 所 管 の 財 政 部 契 約 課 は ， ガ イ ド

ラ イ ン の 当 初 の 目 的 が 達 成 さ れ る よ う抜 本 的 な 見 直 し を 図ら れ

た い。

(3) 請 求 書の 日 付 記 載 に つ い て

支 出 の 命 令 は ，各 部 署 を 所 管す る 予 算 執 行 者が 支 出 命 令 票 又

は 支 出 負 担 行 為 伺 票 兼 支 出 命 令 票に よ り こ れ を 決 議 し ， 関 係 書

類 を 添 付 し て 会 計 管 理 者 に 送 付 す る こ と に よ り 行 う も の で あ り ，

す べ て 債 権 者 か ら の 請 求 書 の 提 出を 待 っ て こ れ を し な け れ ば な

ら な い と 規 定 さ れ て い る 。 （ 財 務 規 則 第 ６ ７ 条 第 １ 項 ， 第 ６ ８

条 第 １ 項 ）

ま た， 会 計 管 理 者 は ， 支 出 命 令 を 受 け た と き は ， 地 方 自 治 法

第 ２ ３ ２条 の ４ 第 ２ 項 及 び 財 務 規 則 第８ ３ 条 の 規 定 に よ り当 該

支 出 負 担 行 為 が 法 令 又 は 予 算 に 違 反 し て い な い か ， 債 務 が確 定

し て い る か 等 を 確 認 す る た め の 審 査 を 行 っ て い る 。

定 期 監 査 期 間 中に 会 計 課 や 各 部 署 が 保 管 す る 請 求 書 （ 原 本 又

は 写 し ） を 確 認 し た と こ ろ ， 日 付が 空 欄 と な っ て い る 事 例が 多

数 存 在 し て い た 。

こ の こ と に つ い て は， 平 成 ２ ４ 年 度 包 括 外 部 監 査 に お い て 「

業 者 か ら の 請 求 書 は ， 市 の 支 出の 根 拠と な る 重 要 な 書 類 で あ り

（ 中 略 ） 記 入 を 徹 底 す べ き で あ る」 と の 内 容で 要 改 善 事 項と し

て 指 摘 が な さ れ て い る 。 さ ら に ， 毎 月 実 施 す る 例 月 現 金 出 納 検

査 時 に も 監 査 委 員 か ら 再 三 注 意 指 導 し て き た と こ ろ で あ る が，

改 善 が 進 ん で い な い 現 状 は ， 適 正を 欠 い て い る と 言 わ ざ る を 得

な い。

請 求 書 の 日 付 は， 予 算 に 違 反し て い な い か ，所 属 年 度 に 誤 り

が な い か 及 び 契 約 に 違 反 し て い な い か等 を 判 断 す る も の と し て
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必 要 不 可 欠 で あ り ， 予 算 執 行 者 が 是 正す べ き も の で あ る 。

こ の よ う な 中 ，財 政 部 及 び 会 計 課 で は， 平 成２ ７ 年 １ ２ 月 １

８ 日 に 全 部 署 を 対 象 に 請 求 書 へ の日 付 記 載 に つ い て 説 明 会を 実

施 し た と こ ろ で あ る が ， 適 正 化 が 図 ら れ て い る と は 言 え な い 。

今 後 は ， 予 算 の執 行 管 理 を 総 括 す る 財 政 部 財 政 課 が 中 心 と な

り 会 計 課と 連 携 を 図 り ， 速 や か に請 求 書 へ の日 付 の 記 載 が徹 底

さ れ る よ う 強 く 要 望す る も の で あ る 。

(4) 歳 入 歳 出 外 現 金の 保 管 に つ い て

市 で 保 管 す る 現 金は 歳 入 歳 出 に 属 す る現 金 （歳 計 現 金 ） と ，

市 の 所 有 に 属 さ な い現 金 （ 以 下 「 歳 入 歳 出 外 現 金 」 と い う 。）

に 分 類 さ れ る 。（ 地 方 自 治 法 第２ ３ ５ 条の ４ ）

歳 入 歳 出 外 現 金は ， 保 証 金 又 は 担 保 金 ， 保 管 金 に 区 分 さ れ ，

こ の う ち 保 管 金 は ， 源 泉 所 得 税 ， 源 泉 住 民 税 ， 職 員 共 済 掛 金 な

ど に 細 分 化 し て 歳 入 歳 出 外 現 金 等 整 理 簿 に 記 載 し 受 入 れ を決 定

し て い る 。（ 財 務 規 則 第 １ ６ ７ 条 第１ 項 ） ま た ， 歳 入 歳 出 外 現

金 は ， い わ ゆ る 預 か り 金 で あ る た め ， 原 則 と し て 受 け 入 れ た 現

金 は す べ て 支 払 先 若 し く は 還 付 先 が明 確 と な っ て い る 。

定 期 監 査 期 間 中に 各 部 署 が 保 管 す る 歳 入 歳 出 外 現 金 に 関 す る

帳 票 類 を 調 査 し た と こ ろ ， 保 管 金の 中 に 支 払 先 や 還 付 先 が不 明

と な っ た ま ま 長 期 間 に わ た り 保 管さ れ て い る 事 例 が 存 在 す る こ

と が判 明 し た。

さ ら に ， 会 計 課に 対 し て 毎 月 実 施 す る例 月 現 金 出 納 検 査 時に

も 監 査 委 員 か ら 再 三 注 意 指 導 し て き た と こ ろ で あ る が 何 ら解 決

が 図 ら れ て お ら ず ， 適 正 を 欠い て い る と 言 わ ざ る を 得な い 。

今 後 は ， 財 政 部 財 政 課が 中 心と な り そ の 内 容を 精 査 す る と と

も に ， 法 に 則 っ た 適 正 な 事 務 処 理 を 実 施 さ れ た い 。 ま た ，再 度

こ の よ う な 事 例 が 発 生 す る こ と の な い よ う ， 受 払 い の 審 査に 当

た っ て は 慎 重 を 期 し て 行 わ れ た い 。

ま た ， 事 務 処 理 上 改 善 す べ き 軽 易 な 事 項 等 に つ い て は ， 監 査 の

期 間 中 に 口 頭 に よ り 注 意， 指 導 を 行っ た と こ ろ で あ る が ， そ の 他
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の 事 務 事 業 は 適 正 に 執 行 さ れ て い る も の と認 め た 。

な お ， 指 摘 事 項 と す る に は 至 ら な い が ， 妥 当 性に 欠 け ， 改 善 を

要 す る も の ， 及 び ， 軽 易 な 又 は 定 型 的 な 誤 り で ， 速 や か に 改 善 が

可 能と 判 断 し た も の （ 監 査 実 施 ま で に 改 善 さ れ た も の を 含 む ） を

「 注 意 事 項 」 と し て 別 紙 １ に 記 載 す る。



１ 附属機関等の会議開催案内の周知不備について

附属機関等の会議を公開する場合（その会議の一部を公開する場合を含む）に作成す

る会議開催案内を作成しておらず，周知が図られなかったもの。（附属機関等会議公開

等要領第４条第１項）

地域づくり推進部協働推進課

２ 附属機関等の会議録の作成及び公表について

附属機関等の会議が公開により開催された場合，会議録を作成し，その写しを閲覧に

供しなければならないとされているにもかかわらず，行っていなかったもの。（附属機

関等会議公開等要領第６条第１項，第２項）

環境部南部クリーンセンター

土木部交通政策課

総務部行政課

３ 附属機関等の会議開催状況の周知不備について

附属機関等の会議が非公開により開催された場合，会議開催状況を作成し，行政資料

室やホームページに配架，掲載するとされているにもかかわらず，行っていなかったも

の。(附属機関等会議公開等要領第６条第４項）

都市部北柏駅北口土地区画整理事務所

教育委員会学校教育部教育研究所

総務部人事課給与厚生室

地域づくり推進部秘書広報課

４ 契約書の不備について

契約書に契約約款が添付されず相手方と記名押印した表紙のみ保管されていたもの。

また，収入印紙を添付すべきにもかかわらず添付がなかったもの。（財務規則第１４３

条第１項及び印紙税法第８条）

都市部公園緑政課

土木部交通施設課

教育委員会学校教育部学校保健課学校給食センター

地域づくり推進部地域支援課
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５ 請け書の不備について

契約書の作成を省略するときに徴する請け書に，日付や契約期間の記載漏れがあった

もの。（財務規則第１４４条第２項）

地域づくり推進部協働推進課男女共同参画室

６ 書き損じた小切手の廃棄不備について

小切手を書き損じた場合，斜線で抹消したうえ「廃棄」と記載し，そのまま小切手帳

に残しておかなければならないところ，シュレッダーで処分してしまったもの。（財務

規則第１０３条）

教育委員会学校教育部高田小学校

７ キャッシュカードの使用について

市が事務局を担う任意団体の預金について，キャッシュカードの使用による払出しが

行われていたが，不正や事故防止の観点からその使用が望ましくないもの。

財政部収納課

地域づくり推進部協働推進課

８ 納入通知書の使用不備について

納入者や金額欄を記入していない納入通知書を，冊子から切り離して戸別訪問による

徴収に赴いた後，未使用となった当該通知書を，帰庁後に冊子に戻さず，職員が手元で

保管していたもの。（財務会計の手引き）

こども部学童保育課

９ 鍵の保管について

手提げ金庫や領収印を保管する書庫の鍵を，事務机の横に吊り下げて保管しており，

不特定多数の職員が使用できる状態にあったもの。

こども部保育運営課

１０ 業務で用いるパソコンネットワークのパスワード等について

事務室に設置されていた学務関連ネットワークシステムに接続する共用パソコンのモ

ニター部に，当該システムを利用するためのパスワード等が記載された付箋が貼付され

ていたもの。（教育委員会情報セキュリティポリシー）



教育委員会学校教育部柏高等学校

１１ 補助金交付事務の不備について

補助金の交付申請額，交付決定額ともに交付要綱に則った算定となっていなかったも

の。（補助金等交付規則第３条，柏駅西口タクシープール運営費補助金交付要綱第３

条）

土木部交通政策課

１２ 調定漏れについて

歳入を収入しようとするときは，調定票により調定をしなければならないと規定され

ているにもかかわらず，当該調定がなされていなかったもの。（財務規則第２８条及び

第２９条）

環境部環境政策課，環境サービス課

教育委員会学校教育部指導課

総務部防災安全課

こども部子育て支援課

１３ 収入通知票の決裁漏れについて

決裁の手続は，原則として当該事務の担当者が起案し，順次直属の上司の意思決定を

受けなければならないと規定されているにもかかわらず，当該決定がなされていなかっ

たもの。（事務決裁規程第３条）

こども部保育運営課

１４ 支出負担行為伺票の起票漏れについて

委託料について，支出負担行為として整理する時期は契約を締結するときと規定され

ているにもかかわらず，当該支出負担行為がなされていなかったもの。（財務規則第６

３条）

環境部環境政策課，北部クリーンセンター

こども部学童保育課

１５ 概算払金の精算遅延について

概算払金は，その目的を達成した日から５日以内（休日及び勤務を要しない日を除



く。）に精算すると規定されているにもかかわらず，怠っていたもの。（財務規則第７８

条第２項）

経済産業部商工振興課

こども部こども福祉課

１６ 備品管理の不備について

財産管理者はその所管に属する備品に標識を付して管理しなければならないとされて

いるにもかかわらず，標識がない備品が多数あり，備品管理票との整合がとれていない

もの。（財務規則第２８３条）

土木部道路管理課

選挙管理委員会事務局

１７ 帳票類の記載不備について

帳票類の記載においては，容易に変更できる筆記用具を使用してはならないとされて

いるにもかかわらず，所管換物品送付書や切手管理簿を鉛筆により記載していたもの。

（財務規則第３１５条）

財政部市民税課

こども部保育運営課

１８ 起案文書における決裁手続き等について

起案文書に決裁日及び施行日の記載並びに公印使用の検印がされていなかったもの。

（教育委員会公文書管理規程第１５条第２項及び第１９条第２項，教育委員会公印規則

第８条の２）

教育委員会学校教育部柏高等学校

１９ 事務処理の迅速化について

公有地売却の申し出があったが，売却代算出のための不動産鑑定委託に時間を要した

ため，相手方が申し出を取り下げ結果的に売却ができなくなったもの。

土木部下水道維持管理課

２０ 現金の運用について

市が管理する現金の運用については，確実かつ有利な方法によることとされているが，



従来の方法に固執することなく，社会経済状況に応じて弾力的な方法を検討すべきもの。

（地方自治法第２３５条の４，財務規則第１６４条）

財政部財政課

会計課

２１ 旅費の支給誤りについて

旅行雑費の支給漏れがあったもの。（職員旅費支給条例第６条第６項）

農業委員会事務局

２２ 臨時職員の賃金支給誤りについて

(1) 環境部環境政策課

臨時職員が欠勤していた勤務時間に対して，賃金を支払ったもの。（臨時職員就

業規則第１０条）

(2) 総務部人事課給与厚生室

地域づくり推進部地域支援課田中近隣センター

臨時職員勤務日数の算定を誤り，過少支出となっていたもの。（臨時職員就業規

則第６条，臨時職員採用の手引）
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